
苫小牧工業高等専門学校 創造工学科（機械系機械コース
） 開講年度 令和06年度 (2024年度)

学科到達目標
【学習目標】
Ⅰ人間性：正課、行事、課外活動等を通して、豊かな人間性と教養および自主自律の精神を身につける。
Ⅱ実践性：創造力の基礎として、実践力および将来に向けて自らを向上させる学習習慣を身につける。
Ⅲ国際性：世界に目を向ける姿勢と教養およびコミュニケーションの基礎能力を身につける。

【実務経験のある教員による授業科目一覧】
学科 開講年次 共通・学科 専門・一般 科目名 単位数 実務経験のある教員名

創造工学科（機械系） 本4年 系 専門 環境エネルギシステム 2 二橋創平
創造工学科（機械系） 本4年 系 専門 プログラミング 2 二橋創平
創造工学科（機械系） 本4年 系 専門 熱工学Ⅰ 2 金子友海
創造工学科（機械系） 本4年 系 専門 加工学Ⅱ 2 池田愼一
創造工学科（機械系） 本5年 系 専門 熱工学Ⅱ 2 金子友海
創造工学科（機械系） 本5年 系 専門 生産工学 2 當摩栄路
創造工学科（機械系） 本5年 系 専門 医療機械工学 2 見藤歩
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苫小牧工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 制御工学
科目基礎情報
科目番号 0001 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 創造工学科（機械系機械コース） 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 佐藤和也 他著，はじめての制御工学（講談社）
担当教員 加島 正
到達目標
1) 制御の歴史について基礎知識を持ち，機械システムにおける制御の役割について概説できる．
2) 理論的基礎であるラプラス変換について理解できる．
3) 伝達関数とブロック線図でシステムを表現でき，その応答について説明できる．
4) 周波数応答法や安定性判別法を用いて制御システムの性能を解析できる．
5) システム設計の手順を理解して，簡単な制御システムの設計ができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
制御の歴史について基礎知識を持
ち，機械システムにおける制御の
役割について正しく説明できる．

制御の歴史について基礎知識を持
ち，機械システムにおける制御の
役割について概説できる．

制御の歴史について基礎知識を持
たず，機械システムにおける制御
の役割について概説できない．

評価項目2
ラプラス変換とラプラス逆変換を
理解し，これらを用いて微分方程
式を解ける．

ラプラス変換とラプラス逆変換を
理解し，これらを用いて基本的な
微分方程式を解ける．

ラプラス変換とラプラス逆変換を
理解できず，これらを用いて基本
的な微分方程式が解けない．

評価項目3
伝達関数とブロック線図で様々な
システムを表現でき，その応答に
ついて説明できる．

伝達関数とブロック線図で基本的
なシステムを表現でき，その応答
について説明できる．

伝達関数とブロック線図で基本的
なシステムが表現できず，その応
答について説明できない．

評価項目４
周波数応答法や安定判別法を用い
て制御システムの性能を解析でき
る．

周波数応答法や安定判別法を用い
て基本的な制御システムの性能を
解析できる．

周波数応答法や安定判別法を用い
て基本的な制御システムの性能を
解析できない．

システム設計の手順を理解して
，制御システムの設計ができる．

システム設計の手順を理解して
，簡単な制御システムの設計がで
きる．

システム設計の手順を理解してお
らず，簡単な制御システムの設計
ができない．

学科の到達目標項目との関係
 Ⅰ　人間性  1 Ⅰ　人間性
 Ⅱ　実践性  2 Ⅱ　実践性
 Ⅲ　国際性  3 Ⅲ　国際性
 CP2　各系の工学的専門基盤知識，および実験・実習および演習・実技を通してその知識を社会実装に応用・実践できる力  5 CP2　各系の工学
的専門基盤知識，および実験・実習および演習・実技を通してその知識を社会実装に応用・実践できる力
 CP3　課題の本質を理解し，正しい倫理観の下で，自分の意見を論理的に表現できる力  6 CP3　課題の本質を理解し，正しい倫理観の下で，自
分の意見を論理的に表現できる力
 CP4　他者を理解・尊重し，協働できるコミュニケーション能力と人間力  7 CP4　他者を理解・尊重し，協働できるコミュニケーション能力と
人間力
 CP5　国際的素養を有し，継続的に自ら学ぶ力  8 CP5　国際的素養を有し，継続的に自ら学ぶ力
教育方法等

概要
車や航空機などの具体的なシステムを例にとって制御の役割を説明する．次に，制御理論のバックグラウンドであるラ
プラス変換と，これを基にシステムの表現や応答について説明する．また，周波数応答や安定性判別を用いた制御シス
テムの解析について述べるとともに，制御システムの性能と設計についての基本を解説する．

授業の進め方・方法
講義は座学形式で行う．
講義は教科書および参考資料の解説を中心に進め，適宜演習を行う．

注意点
達成目標に関する試験，および課題の結果で評価する。評価の基準は，定期試験50％，達成度評価試験30%，および課
題20％とし，合格点は60点である．なお，評価が60点未満のものに対して再試験を実施する場合がある．この場合，評
価は60点を超えないものとする．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 制御の歴史
制御の役割

制御の発展の歴史を説明でき，機械システムにおける
役割を概説できる．

2週 ラプラス変換 ラプラス変換について理解できる．

3週 ラプラス変換
ラプラス逆変換

ラプラス変換とラプラス逆変換を理解し，これらを用
いて制御で扱う基本的な微分方程式を解法できる．

4週 伝達関数 基本的な制御要素を伝達関数で表現できる．

5週 ブロック線図 システムをブロック線図で表現でき，等価変換を利用
して複雑なシステムのブロック線図を簡略化できる．

6週 動的システムの応答 システムの インパルス応答とステップ応答 の計算で
きる．

7週 システムの過渡特性と定常特性 過渡特性と定常特性 を理解できる．
8週 達成度評価試験

2ndQ

9週 安定性 システムの安全性について概説できる．

10週 安定判別 ラウスの安定判別を用いて，システムの安定判別がで
きる．

11週 PID制御 PID制御について説明できる．
12週 周波数特性 周波数応答を理解できる．



13週 周波数伝達関数 制御システムの周波数特性をベクトル軌跡とボード線
図で表現できる．

14週 フィードバック制御系の安定性 ナイキストの安定判別法が理解できる．
15週 制御系設計 制御系設計について説明できる．
16週 定期試験

評価割合
定期試験 達成度評価試験 課題 合計 合計

総合評価割合 100 60 40 200 400
総合評価割合 50 30 20 100 200
基礎的能力 20 10 10 40 80
専門的能力 30 20 10 60 120
分野横断的能力 0 0 0 0 0



苫小牧工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 生産工学
科目基礎情報
科目番号 0002 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 創造工学科（機械系機械コース） 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 生産管理工学　冨士明良（著）　東京電機大学出版局/自作（配布）プリント
担当教員 當摩 栄路
到達目標
(1)生産管理の知識を持ちその手法を使うことで，製造業における管理・監督の業務に従事する技術者として，生産システムおよび生産組織のあ
り方，効率的な生産法と標準時間の算出などの生産工学的管理技法を説明できる．
(2)品質管理の基本と統計的手法の知識を持ちその手法を使うことができる．
(3)経営戦略，財務やマーケティングの知識を持ちその手法を使うことができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1：生産管理の知識を持ち
その手法を使うことができるかど
うか．

生産管理の知識を持ちその手法を
使うことができる．

生産管理の基本的な知識を持ちそ
の手法を使うことができる．

生産管理の知識を持ちその手法を
使うことができない．

評価項目2：資材及び購買管理の知
識を持ちその手法を使うことがで
きるかどうか．

資材及び購買管理の知識を持ちそ
の手法を使うことができる．

資材及び購買管理の基本的な知識
を持ちその手法を使うことができ
る．

資材及び購買管理の知識を持ちそ
の手法を使うことができない．

評価項目3：品質管理の基本と統計
的手法の知識を持ちその手法を使
うことができるかどうか．

品質管理の基本と統計的手法の知
識を持ちその手法を使うことがで
きる．

品質管理の基本と統計的手法の基
本的な知識を持ちその手法を使う
ことができる．

品質管理の基本と統計的手法の知
識を持ちその手法を使うことがで
きない．

評価項目4：経営戦略，財務やマー
ケティングの知識を持ちその手法
を使うことができるかどうか．

経営戦略，財務やマーケティング
の知識を持ちその手法を使うこと
ができる．

経営戦略，財務やマーケティング
の基本的な知識を持ちその手法を
使うことができる．

経営戦略，財務やマーケティング
の知識を持ちその手法を使うこと
ができない．

学科の到達目標項目との関係
 Ⅰ　人間性  1 Ⅰ　人間性
 Ⅱ　実践性  2 Ⅱ　実践性
 Ⅲ　国際性  3 Ⅲ　国際性
 CP2　各系の工学的専門基盤知識，および実験・実習および演習・実技を通してその知識を社会実装に応用・実践できる力  5 CP2　各系の工学
的専門基盤知識，および実験・実習および演習・実技を通してその知識を社会実装に応用・実践できる力
 CP3　課題の本質を理解し，正しい倫理観の下で，自分の意見を論理的に表現できる力  6 CP3　課題の本質を理解し，正しい倫理観の下で，自
分の意見を論理的に表現できる力
 CP4　他者を理解・尊重し，協働できるコミュニケーション能力と人間力  7 CP4　他者を理解・尊重し，協働できるコミュニケーション能力と
人間力
 CP5　国際的素養を有し，継続的に自ら学ぶ力  8 CP5　国際的素養を有し，継続的に自ら学ぶ力
教育方法等

概要

この科目は企業で自動車部品の設計・生産技術分野を担当していた教員がその経験を活かし，ものづくりの生産工程に
関わる基本的な管理技法等について講義形式で授業を行うものである。工業生産活動において必要な知識の習得と生産
管理・工程管理・品質管理といった管理技法の理解に重点を置き，生産活動に必要な問題解決能力を養う．また，エン
ジニアに近年求められている経営的視点の持ち方についても授業を行う．生産工学は，最良の品質と価格の製品を所要
の納期までに生産し供給するため，原材料・機械設備・ヒト・カネ・情報などを十分に運用し，管理していくことを目
的とするため，生産活動を最適で円滑に展開するように，主として工程管理・品質管理・作業管理ならびに原価管理な
どを学び，企業ニーズに対応できる素地を修得し，生産活動に関連する問題解決能力を養成する．

授業の進め方・方法

この科目は学修単位科目のため，講義主体で，教科書と配布プリントを中心に進め，授業時間内で理解できなかった内
容については，演習問題に取り組みながら理解を深めるとともに，この科目は学修単位科目のため，事前・事後学習と
して日常の授業（30 時間）のための予習復習時間，定期試験の準備のための勉強時間を総合し，60時間の自学自習時間
が必要である。特に，後半の経営的な要素については初めての分野となり，社会的な生産活動にも関心を配り幅広い視
野での理解を心がける。

注意点

【履修上の注意点】
・確率・統計の基本的知識が必要
・品質工学（タグチメソッド）に関する基礎知識が必要
一定項目ごとに課題を課するので，これにより自学自習を行うこと．
特に課題レポートを実施して学習・教育目標の課題解決能力の達成度を評価する．
評価基準：定期試験（期末試験50%）と課題レポート（50％）で達成度を総合評価し，合計60点以上を獲得した者を合
格とする。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週 【生産工学概論】
１．生産管理と品質管理

ものづくりを支える生産管理と品質管理における生産
工学の目的と意義を説明できる．

2週 1.1　生産と品質管理 生産管理の意味と目的について大略理解できる．
3週 1.2　生産管理と品質管理の歴史的背景 品質管理の意味と目的について大略理解できる．

4週 1.3　生産管理と品質管理の基礎 生産管理・品質管理の基礎的手法を理解し，特にQC七
つ道具などの手法を使うことができる．

5週 品質工学（タグチメソッド）の概要 品質工学（タグチメソッド）の概要について大略理解
できる．

6週 2.　統計的品質管理の基礎 科学的管理手法である統計的品質管理について大略理
解できる．

7週 2.1　統計的なものの考え方 統計的なものの考え方を理解し応用できる．
8週 2.2　管理図 管理図を作成し，生産工程の異常を判断できる．

4thQ 9週 2.3　工程能力 工程能力を算出し，品質改善に適用できる．



10週 2.4　品質改善手法と改善事例 品質改善事例を通じ，品質改善手法を適用できる．

11週 4.　工場運営の基礎
4.1　生産組織と生産計画

工場運営のための生産組織と生産計画について理解で
きる．

12週 4.2　工程管理と作業研究 工場運営のための作業研究や動作研究について理解し
，利用できる．

13週 5.　工場会計とその他の管理 工場運営のための原価と損益分岐点の計算ができる．

14週 ６．生産管理の必要性
6.1　PULL型生産方式

現代の生産管理に必要な生産方式と総合的生産保全の
目的と考え方，進め方について理解できる．

15週 6.2　総合的生産保全(TPM) 現代の生産管理に必要な生産方式と総合的生産保全の
目的と考え方，進め方について理解できる．

16週 定期試験
工程管理・品質管理・作業管理ならびに原価管理に関
連する基本的な問題について，確率・統計の知識を活
用して解くことができる．

評価割合
定期試験 演習レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 30 25 0 0 0 0 55
専門的能力 15 20 0 0 0 0 35
分野横断的能力 5 5 0 0 0 0 10


